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研究成果の概要（和文）：本研究は、子どもの学びに関わる教師たちの授業の「技」について、欧州を中心とし
て新しく提唱されている人類学的教授学や教師が保有する知識・信念、また、授業の探究に関する国内外の方法
論の視座からの理論的研究（主として文献研究）及び実証的研究（実態調査や試行的授業の実施と分析）を通し
て、教師のコンピテンシーを高める新しい授業の探究の技法について検討した。その結果、教師を取り巻く社会
文化的文脈が、授業の探究の技法に影響を与えることが明らかとなり、それらの知見を踏まえて、「指導と学習
の文脈」を新たな観点として取り入れた授業分析方法を開発した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined new arts of investigation into the lessons to 
raise teachers’　competencies through theoretical research (mainly literature research) and 
empirical research (implementation and analysis of the survey or the experimental lesson) on 
teachers’ arts of lessons in relation to children's learning, from the points of view, such as the 
anthropological didactics theory, teachers’ knowledge and their belief, and other methodologies for
 investigation into the lessons in Japan and beyond. 
As a result, we found out that the sociocultural context which surround the teacher affected to the 
arts of investigation of the lesson. In addition, based on those findings, the lesson analysis 
method was developed which took in "the context of teaching and learning" as a new viewpoint.

研究分野：科学教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国の授業に関する伝統的な探究の技法としての「授業研究」は、授業における子どもの学びを明らかにする
ために長年、実践されてきているものの、その理論化は理科教育において試みられなかった。本研究は、欧州諸
国で展開されていった教育に関わる知識の諸理論を援用しながら、また、それらを基盤にしながら、理科教育に
おける授業の探究技法の理論的・実証的解明を試みており、得られた研究成果は、実践者としての教師のみなら
ず、研究者にとっても知見を得ることができた。より汎用性を求めて試行的実践を取り入れることにより、理論
を精緻化し、子どもの学びをより明確化させるとともに、教師の指導力も向上することが可能である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 日本では、明治以降授業の探究の技法として授業研究が取り入れられている。近年では、
Lesson Study として、北米やアジア諸国でも注目されており、その国の教育的伝統や文脈に沿
って、授業に関する探究の技法として研究と実践が行われるようになっている。しかしながら、
わが国においては、授業研究は、北米と違い、その理論化がされているわけではない。加えて、
歴史的にわが国の教師たちは、授業における子どもの学びを明らかにするための探究の技法（例
えば、座席表を用いた方法）を実践してきている。  
他方、フランスやスペインを中心に、また数学教育を中心として、教師教育への適用や「学」
としての教科教育の存在基盤に関する研究手法として、Didactic Transposition Theory（DTT）
やそれを発展させた Anthropological Theory of the Didactic（ATD）などが提唱されており、
このアプローチは、授業の計画と分析に転用することが可能と思われる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、（１）日本の伝統的方法である授業研究（Lesson Study）を始めとして、歴
史的に実践されてきている子どもの学びに関わる授業に関する教師たちの「技」を整理・分析
し、（２）欧州を中心として新しく提唱されている人類学的教授学などの方法を解明し、（３）
これらの授業の探究の技法（arts of investigation）に関する日本の伝統的方法及び欧州の新
しい方法との統合・連携を通して、新しい子どもの学びを解明し、教師のコンピテンシーを高
める授業の探究の技法（ツール）の開発を試みることである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、日本の伝統的な探究の技法の理論化、欧州の新しい教授理論の明確化、そしてそ
れらの連携・統合による新しい授業の探究の技法の開発に関して、理論的研究（主として文献
研究）及び実証的研究（実態調査や試行的授業の実施と分析）を通して明らかにする。 
 
４．研究成果 
（１）理科の授業研究の理論化に関する研究 
 本研究では、教員養成教育は教師の生涯にわたる専門的成長の導入と位置づけ、世界的な理
科の教員養成教育を分析し（Pedersen, Isozaki, & Hirano、2017）、教員養成教育に関する動
向を明らかにした。この教員養成教育においても実施されている授業研究は、近年欧米諸国や
アジア諸国においても研究や実践がなされ、その理論化も一部で進んでいる。わが国において
は、数学教育ではその理論化が試みられているけれども、理科教育においては、教師や研究者
により子どもの学びの探究の技法として、また教師のコンピテンシー向上のための分析ツール
として、授業研究を理論化する動きは見られない。そこで、授業研究に関して、Isozaki(2015)
が理科の授業研究の過程を準備段階（主として教材研究と学習指導案作成）、研究授業、批評会
と３つに分類している準備段階に焦点化をし、理科の授業の特色と学習指導案に表出される知
識を分析し、教師知識に関する理論の適応化を検討した。その結果、欧米諸国における教育に
関わる知識の理論は、準備段階において適応し、分析ツールとなり得る可能性があること、授
業研究を理論化することは教師ばかりではなく研究者にとっても中長期的にも有効であること、
を指摘した（Isozaki, & Isozaki、2018）。 
 
（２）教師知識に関する理論的・実証的研究 
欧州を中心に提唱されている DTT や ATD の理論を援用し、「科学教育で学ぶ知識」について分
析・検討を行うと共に、欧州（主としてイングランド）における「子どもの学び」の視座に基
づいた科学授業について現地調査を行い、その特色について分析を行った。その結果、①教師
が、科学者により生成された知（scholarly knowledge）を教育実践の知的集合体における知
（taught knowledge）へ転置するプロセスにおいては、教師を取り巻く社会文化的文脈
（sociocultural context）が影響していること、②イングランドの科学授業の特徴として、す
べての児童・生徒が将来の科学的素養を持ち、社会参画するという伝統的な科学教育の基本的
な考え方に加え、協働的な相互作用を通して自らの理解を広げ深めるという「子どもの学び」
が、現在の正統的なアプローチとなっていること、が明らかとなった（野添、磯﨑、2016；野
添、2016）。 
 次に、上述の知の転置プロセスで大きく影響している科学を教える教師を取り巻く社会文化
的文脈（sociocultural context）と欧州（主としてイングランド）の科学授業の特徴を相互補
完的に繋げた理論的研究を行った。その結果、教師が教材研究や授業を行う際に何が中心とな
って作用するのかという研究について整理すると、教師の「知識」を前提とした研究と、教師
の「信念」を前提とした研究の２つの歴史的潮流があり、近年では教師が保有する知識より信
念の方が、教師の教育実践に影響を与えるという言説が有力であることが文献研究より明らか
となった。また、カリキュラム改訂等の外的要因による科学を教える教師の授業実践の変化は、
一様に大きく様変わりするものではなく、むしろ、多様で段階的なものであるという先行研究
からも、理科教師の信念は表面的なものではなく、深いレベルで保有されていることが理論的
に明らかとなった（Nozoe, & Isozaki、2018）。 
 さらに、理論的研究を踏まえ、2013 年度に日英の中学校理科教師を対象に実施した比較調査



結果について、再度、媒介的統制の視点から詳細に分析を行い、授業計画・授業分析といった
理科授業を探究する技法に関する実証的研究を行った。その結果、理科教師の授業に対する信
念や授業づくりの手法や教授方略は、同一国内においては性別や出身学部といった教師個人の
属性の違いによる有意差は確認されなかったが、日英の国の違いによる有意差は確認すること
ができた。つまり、理科教師の授業に対する信念や授業づくりの手法・教授方略は、教員の性
別、経験年数、専門科目、出身学部といった要因よりも、むしろ、教師が授業を行っている国
の違いによるといった要因に影響されていることが明らかとなった（Nozoe, & Isozaki、2018）。 
 
（３）探究の技法に関する新たな視点に関する研究 
理科の授業研究において授業を分析する観点として、まず、授業の構成要素に目を向けて「教
師の言動」、「生徒の言動」、「物的・人的教育環境」の３つを掲げ、さらに、授業の成立や学習
の場づくりにも目を向けて「指導と学習の文脈」を掲げて大枠を構成した。そして、これら４
観点のそれぞれに観点を構成する事項を下表の通り４つずつ挙げておき、授業中や授業前後で
の状況データを収集・分析することで得られる性質から授業の特色を探究できると仮定した。
観点を構成する４つの事項は、主に「生徒の学習過程を方向付けるもの」、「生徒の学習での表
現活動を方向付けるもの」、「生徒の思考・判断の内容を方向付けるもの」、「生徒に期待する変
容の誘発を方向付けるもの」として設定し、４観点を貫くものとして位置づけた（平野、2016）。 
 

表 理科授業を分析する４観点とそれらを構成する４つの事項 

観点 
観点を構成する事項 

< 学習過程 > < 表現活動 > < 思考・判断 > < 変容誘発 > 
 

教師の言動 
 

学習課題の指導 実験観察等の指導 情報提示の方法 焦点化の技法 
 
生徒の言動 
 

解決意欲の表明 活動態度 情報選択の内容 認知判断の論理 

物的･人的
教育環境 

物的環境選択 人的環境選択 役割分担遂行 対人関係の状態 

指導と学習
の文脈 

単元展開の型 
教師の指導展開 
の型 

生徒の学習過程
の型 

談話の型 

 
加えて、各観点を構成する事項について分析方法を検討した。例えば、「教師の言動」の「学
習課題の指導」の事項では、「学習課題の設定【内容抽出】」、「仮説や予想の検討有無【判別】」、
「解決計画の設定有無【判別・方略抽出】」、「課題のまとめの指導設定【方略抽出】」を授業実
践時の教師の行為で把握することとした。このように、構成する事項毎に２〜４個の分析方法
を採用し、教師の指導や生徒の学習行為の観察による事実把握を中心にし、必要に応じて学習
指導案での計画や事後の学習評価情報など記録物の分析・関係づけに基づき状況の確認・収集
ができるものと捉えた。 
この授業分析観点について内容妥当性を精査するとともに、分析方法で挙げた項目や手法へ
の意見を聴取するため、国立大学附属中学校理科教員７名の協力を得て半構造化面接調査を
2016 年度に実施した。応答結果から、観点や構成する事項の設定内容は概ね良好であると判断
することができた。さらに、彼らによる新たな指摘として、学校の教育研究との対応状況をつ
かむための事項追加が挙げられたことから、「指導と学習の文脈」の観点に「教師の研修の型」
を加え、分析方法として「研修計画との関係有無【判別・方略抽出】」、「研修の遂行状況【内容
抽出】」を設定した（平野、2017; 平野、2018）。 
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